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広報いいで 2010/11/1121

Information お知らせInformation お知らせ

（10月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

安　仲　智　浩さん
小　杉　絵　美さん

添  　  川（米  沢  市    
木　村　辰　司さん
紺　野　真　弓さん

萩  　  生（白  鷹  町    
佐　藤　雄一郎さん
山　口　美　穂さん

黒  　  沢（南  陽  市    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  寛　之（真由美渡 部　 心 　 温 く　ん

し おん

萩生
  　啓　（さゆり髙 橋　 頼 　 叶 く　ん

らい が

小白川
  陽　祐（恵　子石　井　 桜 　 牙 く　ん

おう が

中
  真　樹（陽　子島　貫　 杏 　 南 ちゃん

あん な

萩生
  一　也（香奈子五十公野　 月 　ちゃん

るな

小白川
  和　寿（志　帆秋　保　 凛 　 空 く　ん

り く

手ノ子

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
86大　内 の ぶさん辻椿
93梅　津 マスヱさん坪沼黒沢
89長 岡 吾 平さん北新田中
72小 松 新　助さんひめさゆり添川
79髙 橋 みさ子さん西向高峰
89清　水 　 貞　さん松原
55土　田 常　雄さん椿第一椿
92長谷部 よ　んさん町西萩生
95舩　山 けさのさんひめさゆり添川
61嶋　貫 久　夫さん中ノ目南萩生
93伊　藤 ま　すさん宇津沢

　

今
年
の
文
化
祭
は
、
町
内
５
地

区
が
同
日
に
開
催
。
目
当
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
ん
と
か
間
に
合
う

よ
う
に
と
、
時
間
を
縫
う
よ
う
に

し
て
会
場
へ
駆
け
つ
け
ま
す
。
早

足
に
な
り
つ
つ
も
、
や
は
り
文
化

祭
を
見
て
回
る
の
は
楽
し
い
も
の
。

こ
ん
な
す
ご
い
作
品
を
創
作
さ
れ

る
方
が
町
内
に
い
た
の
か
と
驚
か

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

聞
け
ば
、
役
員
の
方
と
公
民
館

職
員
の
皆
さ
ん
は
、
前
日
の
夜
中

ま
で
か
か
っ
て
展
示
作
業
を
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
に
ぎ
わ
い
の
裏
に

は
、
そ
ん
な
努
力
が
隠
れ
て
い
ま

す
。
来
場
者
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら

い
た
い
、
そ
の
熱
意
が
今
年
も
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

（
横
山
）

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

　遺族の方が年金として受給する生命
保険金のうち、相続税の課税対象と
なった部分について、所得税の課税対
象とならないとする最高裁判所の判決
が出ました。
　これにより平成17年分から平成21
年分までに過剰に納税した部分につい
て還付することとなりました。なお、
平成17年分について、早い方は、今年
12月末が還付できる期限となります
のでご注意ください。手続き方法や詳
細は下記までお問い合わせください。
◆問合せ先／長井税務署緯84―1810
国税庁ホームページ www.nta.go.jp

◆生活応援ローン
自動車・除雪機購入、冠婚葬祭費、医療
費など生活資金全般に利用できます。
◇対象者／会社や商店に労働組合がな
い、または職場に融資制度のない方
◇融資額／200万円以内
◇金利／年2.0％（固定金利）
◇保証料／年0.3％
◆保証料補給制度
町が一定の条件のもとに保証料の補
給を行い、上記の融資において負担
軽減を図ります。
◇補給内容／保証料の½
◇補給期間／融資実行日より５年間
◆申込・問合せ先
東北労働金庫長井支店緯84―1100
役場産業振興課商工観光室
緯72―2111内線250

◆日時／11月20日㈯ ９：30～12：15
◆場所／県立米沢養護学校（米沢市）
◆内容／焔中学部、高等部、訪問教育、
やまなみ学園分教室の作業学習で製
作した製品販売　焔小学部児童の活
動にかかわる展示など

◆問合せ先／山形県立米沢養護学校
　　　　　緯0238―38―6101

　町では、子宝支援事業として不妊治
療にかかる費用を助成しています。秘
密は厳守します。気軽に相談ください。
◆不妊治療費の助成とは／子どもを望
む夫婦が、不妊治療を受けている場
合、その費用の一部を助成するもの

◆対象／焔不妊治療を最初に受けた日
において、町内に引き続き１年以上
居住している夫婦　焔医療保険の被
保険者であり、町民税などの滞納の
ない夫婦

◆助成額／不妊治療費の自己負担額の
½で、通算して30万円まで

◆申請に必要なもの／焔健康福祉課で
配布する指定の申請書　焔医療機
関・保険薬局の領収書　焔印鑑

◆その他／山形県置賜保健所（緯0238 
 ―22―3205）でも不妊治療費助成事
業を行っています。まずはそちらに
ご相談いただき、該当にならなかっ
た場合、町の助成事業をご利用いた
だくことになります

◆申請・問合せ先／町健康福祉課健康
医療室緯86―2338

米沢養護学校
「よねようまつり」のご案内

町の不妊治療費助成について

税務署からのお知らせ

生活応援ローンのお知らせ

10月分　　（　）内は対前月比

3転入2,390（  -4）世帯数
11転出3,984（  -3）男人　

口
6出生4,218（-11）女
12死亡8,202（-14）計

人の動き



広報いいで 22

る
観
世
音
菩
薩
像
を
一
斉
に
開
帳
す

る
企
画
を
実
施
し
、
全
国
の
巡
礼
者

と
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
。

　

温
泉
旅
館
な
ど
の
観
光
業
界
や
行

政
機
関
の
働
き
か
け
を
受
け
、
今
年

３
月
、
置
賜
三
十
三
観
音
札
所
会
は

設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
初
代
会
長
に

は
、
玄
舟
さ
ん
が
就
任
し
た
。

　
「
話
し
合
い
や
勉
強
会
か
ら
３
年

間
を
費
や
し
、
よ
う
や
く
置
賜
が
一

つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
寺
が
連
携
し
、
同
じ
方
向
に
進

33も
う
と
し
て
い
る
の
は
大
き
な
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
」
と
玄
舟
さ
ん
は
そ

の
意
義
を
話
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
が
放
送

さ
れ
た
年
、
高
伝
寺
に
は
４
０
０
人

近
い
人
た
ち
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
。

例
年
で
も
１
０
０
人
以
上
が
巡
礼
す

る
。
最
近
で
は
若
い
人
の
姿
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
観
光
資

源
と
し
て
期
待
を
集
め
る
。

　

実
は
、
当
会
設
立
ま
で
の
課
題
は

宗
派
の
違
い
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

多
く
の
住
職
は
別
に
仕
事
を
し
な
が

ら
僧
職
を
こ
な
す
日
々
。
平
日
の
巡

礼
者
へ
の
対
応
は
難
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
住
職
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
り
三
十
三
観
音
の

中
に
は
、
無
人
の
寺
が
増
え
、
地
元

の
人
た
ち
が
観
音
堂
を
管
理
し
て
い

る
と
い
う
現
状
も
あ
っ
た
。

　
「
地
域
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
観

　

観
世
音
菩
薩
（
観
音
）
は
、
三
十

三
の
姿
に
変
え
、
人
々
を
救
う 

。

　

三
十
三
観
音
巡
礼
は
、
こ
の
仏
教

の
教
え
に
基
づ
く
。

　
「
観
音
様
は 
慈 
し
み
が
あ
り
、
知

い
つ
く

恵
、
家
内
安
全
、
子
孫
繁
栄
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ご
利
益
を
授
け
く
だ
さ
る

身
近
な
仏
様
」
と
髙
橋
玄
舟
さ
ん
は

解
説
す
る
。

　　

置
賜
三
十
三
観
音
は
、
最
上
・
庄

内
と
共
に
“
出
羽
百
観
音
”
と
呼
ば

れ
、
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

西
国
三
十
三
観
音
に
な
ら
い
、
直
江

兼
続
の
妻
お 
船 
の
方
が
定
め
た
と
伝

せ
ん

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
文

書
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

高
伝
寺
の
黒
沢
観
音
を
は
じ
め
、

町
内
で
は
４
つ
の
観
音
堂
が
三
十
三

観
音
に
含
ま
れ
、
萩
生
観
音
の
十
一

番
を
除
け
ば
、
二
番
、
三
番
、
四
番

と
飯
豊
町
の
も
の
が
先
頭
に
位
置
し

て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　
「
先
輩
方
に
も
聞
い
た
の
で
す
が
、

番
号
が
ど
う
い
う
ル
ー
ル
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
、
だ
れ
も
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
玄
舟
さ
ん
も
首
を
か

し
げ
る
。

　　

こ
れ
ま
で
置
賜
三
十
三
観
音
に
は
、

宗
派
の
違
い
な
ど
か
ら
連
携
し
た
組

織
は
な
か
っ
た
。
片
や
庄
内
札
所
三

十
三
霊
場
で
は
今
年
、「
開
創
三
百

年
記
念
」
と
し
て
、
安
置
さ
れ
て
い

繋
上
小
菅
観
音
（
米
沢
市
）

金
松
寺

罫
高
峰
観
音
（
飯
豊
町
）

源
居
寺

茎
黒
沢
観
音
（
飯
豊
町
）

高
伝
寺

荊
中
村
観
音
（
飯
豊
町
）

天
養
寺

蛍
九
野
本
観
音
（
長
井
市
）

観
音
寺
・
別
当
寺 
長
泉
寺

計
時
庭
観
音
（
長
井
市
）

正
法
寺

詣
髙
玉
観
音
（
白
鷹
町
）

円
福
寺

警
深
山
観
音
（
白
鷹
町
）

観
音
寺

軽
杉
沢
観
音
（
白
鷹
町
）

永
泉
寺

頚
宮
ノ
観
音
（
長
井
市
）

遍
照
寺

鶏
萩
生
観
音
（
飯
豊
町
）

瑞
雲
寺

芸
赤
湯
観
音
（
南
陽
市
）

東
正
寺

迎
関
寺
観
音
（
白
鷹
町
）

円
光
寺

鯨
置
霊
観
音
（
川
西
町
）

大
光
院

劇
火
の
目
観
音
（
川
西
町
）

弥
勒
院
・
別
当
寺 
大
光
院

戟
鮎
貝
観
音
（
白
鷹
町
）

泉
蔵
院

撃
芦
沢
観
音
（
長
井
市
）

雲
洞
庵

置賜３番黒沢観音

（曹伯山 高伝寺）

元々は萩生の吉祥寺にあったが、
昭和６年、米坂線の敷設で参道中
断のため現在地に移転。

置賜２番高峰観音

（珠淋山 源居寺）

昭和46年に着工された白川ダム
建設工事に伴い高峰から、現在の
手ノ子に移転

髙 橋 玄 舟 さ ん・黒 沢
置 賜 三 十 三 観 音 札 所 会 会 長

新たな観光資源として注目されている観音巡礼。
置賜地方でも宗派を乗り越え置賜三十三観音札所会が設立された。
初代会長に就任した高伝寺住職の髙橋玄舟さん（黒沢）に

同会に込める思いや巡礼のコツなどを聞いた。

c
l
o
s
e
-
u
p

お寺へ行こうよ。
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音
堂
を
将
来
に
わ
た
っ
て
大
切
に
し

て
い
き
た
か
っ
た
」
と
玄
舟
さ
ん
は
、

会
を
設
立
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
を

明
か
す
。
多
く
の
人
が
観
音
堂
を
訪

れ
る
こ
と
で
、
管
理
す
る
寺
や
地
域

の
人
た
ち
の
気
配
り
が
、
か
つ
て
の

よ
う
に
十
分
に
行
き
届
く
よ
う
に
な

る
の
で
は
、
と
期
待
す
る
の
だ
。

　

一
昔
前
ま
で
、
お
寺
は
地
域
の
交

流
の
場
で
も
あ
っ
た
。
仲
間
の
親
睦

を
深
め
る
目
的
で
、
住
民
が
主
体
と

な
り
、
観
音
講
、
大
宮
講
、
金
比
羅

講
な
ど
信
仰
上
の
催
事
が
頻
繁
に
行

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
共
に
、
そ
う
い
っ
た
も
の

は
影
を
潜
め
つ
つ
あ
る
。

　　
「
み
ん
な
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
心
を
静
め
る

時
間
は
と
て
も
貴
重
な
の
で
す
」
と

玄
舟
さ
ん
は
話
す
。
観
音
堂
の
前
に

立
ち
、
目
を
閉
じ
て
静
か
に
手
を
合

わ
せ
る
と
、
自
然
と
心
が
落
ち
着
く
。

　
「
観
音
様
へ
心
を
尽
く
す
」気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
巡
礼
は
だ
れ
で
も
で
き

る
こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
普
段
着
の
ま
ま
で
か
ま
い
ま
せ

ん
。
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
日
数

を
か
け
、
順
番
も
札
所
番
号
に
と
ら

わ
れ
ず
、
近
く
の
も
の
か
ら
は
じ
め

て
い
く
と
い
い
で
し
ょ
う
」
と
玄
舟

さ
ん
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

今
日
は
の
ん
び
り
と
、
近
く
の
お

寺
ま
で
歩
い
て
行
く
の
も
悪
く
な
い
。

置賜11番萩生観音

（大行院 瑞雲寺）

長手山に建立されているので、「な
がて観音」とも呼ばれ、堂内には
貴重な絵馬が奉納されている

置賜４番中村観音

（松尾山 天養寺）

室町時代の建造で、安置の木造聖
観音立像と共に県指定文化財。昭
和55年、全面的修理工事を実施

たかはし・げんしゅう●1934年２月、
長井市生まれ。65年に曹洞宗高伝寺
24世となる。僧職の傍ら町教育委員
会教育次長、町社会福祉協議会会長な
どの要職を歴任。黒沢在住

Takahashi Gensyu

P ro file

激
新
山
観
音
（
南
陽
市
）

珍
蔵
寺

隙
笹
野
観
音
（
米
沢
市
）

幸
徳
院

桁
仏
坂
観
音
（
白
鷹
町
）

十
王
院
・
別
当
寺 
大
聖
院

傑
小
野
川
観
音
（
米
沢
市
）

宝
珠
寺

欠
広
野
観
音
（
白
鷹
町
）

真
言
院

決
川
井
観
音
（
米
沢
市
）

桃
源
院

潔
桑
山
観
音
（
米
沢
市
）

普
門
寺

穴
赤
芝
観
音
（
米
沢
市
）

竜
性
院

結
遠
山
観
音
（
米
沢
市
）

西
明
寺

血
高
岡
観
音
（
白
鷹
町
）

相
応
院

訣
宮
崎
観
音
（
南
陽
市
）

綱
正
寺

月
松
岡
観
音
（
白
鷹
町
）

岡
応
寺
・
別
当
寺 
瑞
岩
寺

件
長
谷
観
音
（
南
陽
市
）

宝
積
坊

倹
五
十
川
観
音
（
長
井
市
）

正
寿
院

倦
森
の
観
音
（
長
井
市
）

遍
照
寺

健
浅
川
観
音
（
米
沢
市
）

泉
養
院

番
外
亀
岡
文
殊
観
音
堂（
高
畠
町
）

大
聖
寺
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）
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を
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る
時
間
は

と
て
も
貴
重
で
す



宇津峠の道普請供養塔・馬頭観世音宇津峠の道普請供養塔・馬頭観世音碑碑

今後の課題は若い人の積極的な参加

　県内外から多くの参加者を迎え、７回目と
なる「宇津峠歩こう会」を10月23日に開催し
ました。今年も晴天に恵まれ、美しい古道の
散策を多くの皆さんに楽しんでいただきまし
た。この会の目的は、地域の歴史・文化・自
然の大切さを肌で感じ、宇津峠という遺産を
将来に継承していくことです。宇津峠には、
道普請供養塔、馬頭観世音のほかにも切腹松
跡、裸杉、介茶屋跡など歴史的価値の高いも
のが多く現存しています。
　保存にあたっての課題は、四季を通してだ
れでも安全に楽しむことができる環境の整備
と若い人の積極的な参加です。地域の皆さん
と行政の協力をいただきながら、今後も宇津
峠を生かしたまちづくりに努めていきます。

 髙  橋   純 さん
たか はし じゅん

手ノ子地区協議会
宇津峠部会長

（手ノ子）

　越後街道十三峠は、内陸（米沢）と日本

海（新潟）を結ぶ重要な交易道路であった。

その中で宇津峠は、急峻な山道から街道中

の難所として知られていた。

　頂上には、弘化２年（1845）建立の道

普請供養塔があり、施主４名と街道改修事

業に関係した人名と人足数が刻まれている。

幕末期米沢藩が実施した事業の内容がわか

る貴重な記念碑である。

　一方、馬頭観世音碑は、天保10年（1839）

宇津峠頂上（旧道跡）に 馬 方中が施主とな
※

り建立。幕末期越後街道の流通に果たした

牛馬の役割の大きさが 偲 ばれる貴重な信仰
しの

碑である。

　２つの石碑は、共に平成17年10月に町

有形考古資料に指定された。

解 説

宇津峠の道普請供養塔
馬頭観世音碑守 り 続 け る 人 た ち

Interview

この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

平成17年度町有形考古資料に指定

写真／10月23日に行われた「宇津峠歩こう会」にて
左・宇津峠「イザベラ・バード遠望の地」からの眺め　右上・道普請供養塔　右下・馬頭観世音碑

許
selection

文
化
財
は
、
郷
土
の
歴
史
、
民
俗
、
信
仰
、
自
然
を
物
語
る
町
の
宝
。

継
承
し
守
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
輝
く
価
値
が
あ
る 

。

※荷物を運ぶ業者の総称


